
北海道博物館 令和７年度 (2025 年度)博物館実習における実習生受入れについて 

 

 北海道博物館では、学芸員資格の取得を希望される学生の方に対して館園実習の機会を設ける

ことで、博物館に関わる人材育成と博物館活動の普及を行うために、博物館実習生を受け入れま

す。 

 

１ 受講資格 

実習生として受け入れるのは、次の要件を満たす者とします。 

（１） 大学・短大・大学院において、実習以外の学芸員資格取得に必要な全ての単位を取得、

または取得見込みの者。 

（２） 当館が定める実習日程において参加可能な者。 

 

２ 定員 

20 名 ※受け入れ人数が定員を越えた場合は抽選になります。 

 

３ 実習期間 

令和７年（2025 年）８月 19 日（火）～29 日（金）  ※８月 25日（月）を除く 10 日間 

  各日：8:45～17:30（予定） 

 

４ 主な実習内容（予定） 

 北海道博物館の概要と役割などについての講義と施設見学。 

 北海道博物館の資料保存管理・調査研究・展示・教育普及等の業務についての講義と実習。 

 

５ 申込みから決定まで 

（１） 申込み・受付 

 次の期間内に、実習を希望する本人が、以下の北海道電子自治体共同システム電子申請サ

ービスから申し込んでください。 

北海道電子自治体共同システム 電子申請サービス 

URL https://www.harp.lg.jp/BoalnzWJ もしくは、右のコードから。 

入力期間 令和７年（2025 年）４月３日（木）9：00～８日（火）23:59 

 ※ この期間外は申請できません。なお、先着順ではありません。 

 ※ 電話での申し込みは受け付けません。 

 実習を希望する１名につき１申込みとします。必ず希望者本人が申請してください。 

複数名まとめての申込みや複数回の申込みはできません。 

 北海道電子自治体共同システム 電子申請サービスで以下の各項目を入力して下さい。 

記入漏れのないようにご注意下さい。 

① 受け入れ希望学生本人の氏名 

② 受け入れ希望学生本人の氏名のふりがな 

③ 受け入れ希望学生本人の所属大学 学部 学科 

④ 受け入れ希望学生本人の年次 

⑤ 受け入れ希望学生本人の電話番号 

⑥ 受け入れ希望学生本人のメールアドレス 

⑦ 大学の博物館実習 指導教員の氏名 

⑧ キャンセル待ち希望の有無 

受け入れ人数が定員以上で抽選にもれた後で、選考された希望者からのキャンセル

があった場合に、当館での実習受け入れを希望するかどうか。 

⑨ 実習への意気込み 

200 字以内でご記入下さい（任意）。ただし、記載内容は、実習の受け入れの可否に

は直接影響しません。 



（２） 申込み受付の受理について 

 申込みをされた方には、申込み希望受付の返信メールが自動で送信されます。もし翌日ま

でにメール返信が確認されなければ、当館の担当までお問い合わせください。 

なお、このメール返信は、申込み希望を受け付けたことのご連絡であり、当館での博物館

実習の可否については次に示すように、別途ご連絡します。 

 ４月９日（水）に改めて当館での博物館実習の受け入れについてのメール連絡をいたしま

す。博物館実習の申込みが定員を越えた場合は、抽選の上、受け入れの可否についてご連

絡します。抽選結果のお知らせ後に、実習申込みの辞退（キャンセル）があった場合は、

キャンセル待ちの希望をした方から抽選で追加受け入れのご連絡を５月９日（金）までに

いたします。 

（３） 実習生の決定 

 実習生の正式な決定は、令和７年（2025 年）４月以降に、大学側からの正式な依頼に基

づいて行います。その締切りは、５月 30 日（金）必着とします。 

 大学側からの正式な依頼とは、概ね、次のような書類に基づくものとします。 

① 所属する大学から北海道博物館長宛ての依頼文書（様式は任意） 

② 実習を希望する学生の身上書（様式は任意。顔写真付きであること） 

※身上書の連絡先には、速やかに連絡をとることが可能なメールアドレスも書いて

ください。 

③ その他（大学側で定めているものがあれば、その書類） 

 決定後の手続きの詳細については、４月９日に送信されるメールをご確認ください。 

 

６ その他 

 当館職員による実習生の評価は、当館での実習に関わる範囲で簡便に行います。 

 実習期間中、実習生として不適切な行動（やむを得ない理由のない遅刻・早退・欠席、及

び不真面目な実習態度等）があった場合、受入れを取り消すことがあります。 

 実習に先立って、大学もしくは実習生があらかじめ保険（対物・対人を含む）に加入して

おいてください。 

 実習中及び通勤中に発生した事故等の責任は基本的に当館側では負いませんので、ご了

承ください。 

 実習に係る費用・謝礼等は、不要です。実習開始前に挨拶するだけのための訪問も不要で

す。 

 不測の事態により、実施を延期ないし中止する場合もあり得ます。その際は、決まり次第、

申込者に速やかに連絡します。あらかじめご承知置きください。 

 

７ 問い合わせ先 

北海道博物館 総務部 企画グループ 博物館実習担当 

  〒004-0006 札幌市厚別区厚別町小野幌 53-2 

  Tel:011-898-0456 Fax:011-898-2657 


